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柔
然
ア
ヴ
ァ

l
ル
同
族
論
に
閲
す
る
諸
問
題

西
暦
第
五
、
六
世
紀
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
支
配
的
遊
牧
民
族
柔
然
(
嬬

嬬
〉

が

ピ
ザ
ン
チ
ン
帝
園
と
多
く
の
交
渉
を
も

っ
た
遊
牧
民
族
ア

ヴ
ァ

l
ル
(
〉
ゲ

R
2・
〉ゲ
R
o
r
〉

SHF-
〉
〈
帥
同
冊
目
)
と
同
一
の
も

の
で
あ
る
と
云
う
考
は
、
古
く
ド
ギ
l
ヌ

(』
・
巴
冊
。
巳
ぬ
ロ

g
)
に

よ
っ
て
唱
導
せ
ら
れ

以
後
多
く
の
賛
否
雨
論
が
加
え
ら
れ
て
今
日

に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
艶
遷
経
過
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
私
は
「
柔

然
(
輔
曙
)
ア
ヴ
ア
|
ル
同
族
論
の
霊
展
」
(
史
泉
第
二
三
腕
)
を
護

表
し
て
概
説
し
た
。
し
か
し
該
篇
で
は
同
族
論
の
肯
定
す
べ
き
諸
根

嬢
に
就
い
て
は
僅
め
て
簡
軍
な
略
説
に
止
め
た
。
従
来
、

同
族
論
成

立
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
否
か
の

キ
イ
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
て
き

た
A
中
園
史
料
に
見
え
る
突
.阪
の
柔
然
撃
滅
年
代

V
と

A

ハ
ビ
ザ
ン

内

吟

風

田

チ
ン
史
料
に
見
え
る
突
販
の

ア
ヴ

ァ
l
ル
撃
滅
年
代
V
と
が
合
致
す

る
か
否
か
の
貼
に
つ
い
て
も
、
そ
の
大
要
を
述
べ
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
本
編
で
は
、
も

っ
ぱ
ら
、
ζ

れ
ら
の
黙
を
中
心
に
同
族
論

-76一

の
肯
定
す
べ
き
諸
事
項
を
で
き
る
だ
け
詳
説
し
て
見
た
い
と
思
う
。

一
紅
衛
可
汗
が
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
柔
然
の
勢
力
を
確
立
し
た
の
は
第
五

世
紀
の
初
年
で
あ
る
が
、

そ
の
西
進
部
隊
は
四
三
四
年
ご
ろ
に
は
早

く
も
ア
ム
流
域
の
エ
フ
タ

ル

族

(
何回
V
F
F同
宮
巳
)

を
服
属
し
、

ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
の

阿
内
乱
匝
ロ
関
正
月
白

(
キ
ダ
ラ
貴
霜
園
)
の
都

∞白]F
Y

を
連
績
攻
撃
し
、

(
説
書
の
云
う

途
に
そ
の
キ
ダ
ラ
王
朝

寄
多
羅
大
月
氏
)
を
し
て
パ
ル
ク
を
放
棄
し
て
、
カ
ス
ピ
海
東
南
岸

回
巳

2
2
に
移
都
す
る
の
止
む
な
き
に
至
ら
し
め
て
い
る
。



後
述
の
加
く
元
来
、
柔
然
(
嬬
曙
〉
な
る
名
稽
は
、
始
租
を
木
骨

聞
と
す
る
可
汗
族
郁
久
間
氏
(
骨
問
、
久
聞
は
ア
ル
タ
イ
語
の
虫、

嬬
動
す
る
も
の
、
蛇
等
を
意
味
す
る

ρ
日
ロ
¥
官
ユ

ρ
0
8
に
首
る
〉

が
建
て
た
遊
牧
園
家
の
「
園
観
的
名
稽
」
で
あ

っ
て
、
む
し
ろ
そ
の

種
族
名
は
阿
抜
ア
ヴ
ァ

l
ル
(
ギ
リ
シ
ャ
語
で
〉

σRo--
〉

g
g♂

ラ
テ
ン
語
で
〉
〈
白
Hr
〉

S
H
g
と
記
さ
れ
る
が
、
語
根
は
モ
ン
ゴ

ル
語
の
同

gH何
回
蛇
W
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

述
乙
の
柔
然
の
西
進
部
隊
の
動
き
は
逸
早
く
こ
の

ア
ヴ
ァ

l
ル
の
名

の
も
と
に
ピ
ザ
ン
チ
ン
の
史
家
ら
に
よ

っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

ア
ヴ
ァ

l
ル
に
闘
す
る
西
方
史
料
の
最
初
の
も
の

同
》
H
U
W
O
臼
の
報
告
に
は
、

と
れ
ま
で
コ

l
カ
サ
ス
の
北
に
住
ん
で
い

た

明

白

g
mロ♂

。
ロ

om日
及

び

ω与
可
等
の
語
族
が、

ロ
2
ア

の
ζ
ろ
(
四
六
一

1
四
六
五
)
〉

-uR
と
よ
ば
れ
る
民
族
の
た
め
に
住

地
を
奪
わ
れ
た
が

ζ

の

〉

V
R
自
身
も
他
の
民
族
に
よ

っ
て
従

前
の
住
地
を
追
わ
れ
た
た
め
に
、
上
掲
の
諸
民
族
を
塵
迫
し
た
の
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

と
の

ω白
E
何
回
円
な
る
族
名
は
、

モ
ン
ゴ
ル
翠
聞
の
白
血
円
曲

(
月
)
と
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ア
ル
タ
イ
語
の
関
己

F
E守
臼
丘
町
広

(
l
m
g
吋
)
を
以

っ
て
解
讃
せ
ら

れ
、
月
氏
の
こ
と
で
あ
り
、
プ
リ
ス
コ
ス
の
記
事
は
明
ら
か
に
上
述

の
柔
然
の
寄
多
羅
系
大
月
氏

(
白

骨

日

同

zrロ
〉
塵
迫
の
事
賓
と
、

上

四
五
八
J
四
七

O
年
に
お
け
る
北
貌
の
柔
然
大
征
討
、
柔
然
の
一
時

的
モ
ン
ゴ
リ
ア
放
棄
遠
遁
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

往
年
何
・
出
・
同
V
R
r
巾
♂
〉
吋

7
28
ロ
ι
J
へg
g
o向
子
巾
吋
同
時
g
円♂凶ロ《凶

邑
・
は
柔
然
、
ア
ヴ

7

l
ル
同
族
論
を
難
じ
て
、
「
柔
然
の
西
境
は
こ
の
同

一
一
腕
を
正
帯
同化
す
る
程
十
分
に
は
西
方
に
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
英
主

紅
衛
可
汗
の
と
・
き
で
す
ら
、
西
境
は
カ
ラ
シ
ャ

1
ル
に
達
し
た
の
み
で
あ

る
。
彼
は
カ
ス
ピ
海
以
西
、
い
な
イ
シ

F

F
ル
以
西
に
さ
え
行
っ
た
こ
と
は

な
い
。
柔
然
は

(
エ
フ
タ
ル
及
ぴ
イ
リ
西
北
の
種
族
と
の
交
渉
の
ほ
か
は
)

西
方
と
全
く
交
渉
を
も
た
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
「
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
如

く
、
彼
等
の
散
亡
の
現
象
の
み
を
根
鏡
花
、
柔
然
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
現
れ
た

ア
ヴ
ァ

l
ル
人
と
同
一
視
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。

ま
た
近
時
国
・
巧
・

E
S
E
m
-
U
5
o
c
o
-
-
2
5白
金
巾

N
2
5
-
8
5・

t
R
r
o
出
向
山
r
E
口
四
円
円
ぽ
円
。
E
H
O旬
医
師

n
y
巾
ロ
〉
耳
釦
同
巾
ロ
(
の
〉
』
・
ロ
)
は
、
同

じ
く
同
族
論
を
難
じ
て
、
も
し
西
史
に
見
え
る
ア
ヴ
ァ

l
ル
が
柔
然
の
後
喬
』

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
は
、
柔
然
が
突
阪
に
破
ら
れ
て
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
逃

げ
出
し
た
五
五
五
年
以
後
に
西
史
に
初
見
す
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、

四
七
O
年
と
ろ
に
作
成
せ
ら
れ
た
句
己
印

r
gの
報
告
(
上
掲
)
に
ア
ヴ
ア
ー

ル
の
名
が
見
え
、
ま
た
五
五

O
年
ご
ろ
の
情
勢
を
述
べ
た

N
R
Y
白己曲目

冨

5
-
g即日
O
聞
の
シ

リ
ア
数
曾
史
に
、
コ

l
カ
サ
ス
の
北
に
住
ん
で
い
た
諸

民
族
の
中
の
一
と
し
て
〉
σ白
の
名
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
柔
然
と

ア
ヴ
ァ

l
ル
の
同
一
で
な
い
設
左
と
し
た
。
し
か
し
ζ

の
雨
氏
の
非
難
は
、

上
述
の
如
、
苫

柔
然
の
第
五
世
紀
に
お
け
る

西
方
進
出
の
質
般
を
考
慮
す
れ

ば
、
全
く
噛
闘
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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そ
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第
五
世
紀
初
頭
以
来
、

一
世
紀
牢
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ

リ
ア
を
制

覇
し

中
央
ア
ジ
ア
に
勢
力
を
伸
張
し
ア
ジ
ア
最
強
の
遊
牧
民
族
た

る
の
地
位
を
保
持
し
た
柔
然
も
第
六
世
紀
の
中
葉
、
突
廠
(
叶
骨
}
内
)

の
叛
攻
を
受
け
る
と
、
簡
間
半
に
散
滅
し
た
。
即
ち
五
五
二
年
突
阪
は

柔
然
攻
撃
を
開
始
し
、
五
五
五
年
に
は
突
廠
の
木
粁
可
汗
は
柔
然
の

主
部
叔
子
を
う
っ
て
と
れ
を
破
り
、
郵
叔
子
は
徐
類
千
徐
家
を
率
い

て
西
裂
に
亡
命
し
た
が
、
西
貌
は
突
阪
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

亡
命

者
ら
を
突
廠
の
使
者
に
引
渡
し
て
、
長
安
域
外
に
於
い
て
斬
殺
し
、

こ
こ
に
柔
然
園
は
滅
亡
し
た
乙
と
は
、
北
史
等
の
明
記
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

吋

r
m
o
u
r
-白
E
g
ω
-
5
0
2
3曲
が

ア
ヴ
ァ

l
ル
は
か

つ
て
は

ス
キ
タ
イ
族
ず
な
わ
ち
東
方
遊
牧
民
族
中
の
最
強
者
で
あ

っ
た
が

テ
ュ
ル
ク
に
撃
破
さ
れ
る
と
、
そ
の
一
部
は
叶

2
m
g人
の
城
市
に

逃
れ
、

他
の
一
部
は

吋

2
m
g人
に
隣
接
す
る
勇
敢
な

冨
巳

S
族

の
下
に
の
が
れ
た
と
停
え
て
い
る
の
は

こ
れ
ま
で
最
強
の
遊
牧
園

家
で
あ

っ
た
柔
然
が
突
阪
に
破
ら
れ
る
と
そ
の
徐
類
は
西
貌
す
な
わ

ち

叶
白
己

m
g
(中
園
)

に
亡
命
し
た
こ
と
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て

テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
の
と
の
一
節
は
、
買
に
柔
然
ア
ヴ
ァ

l
ル
同
族
論

の
重
要
な
一
資
料
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

叶

2
m
g
が
中
国
を
さ
す
稽
呼
で
あ

っ
た
と
と
は
、
現
在
完
全
に

論
考
し
重
さ
れ
て
い
る
。
昌
広
}
内
己
は
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
氏
の
考
謹
し
た

加
く
、
首
時
東
夷
中
の
最
強
民
族
で
あ

っ
た
勿
吉
(
綜
鞠
)

で
あ

り
、
柔
然
徐
類
で
西
貌
に
亡
命
せ
ず
し
て
塞
外
に
残
留
し
た
者
が
、

勿
士
ロ
に
亡
命
し
た
こ
と
を
さ
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
首
時
、
西
貌
に

亡
命
し
て
斬
殺
さ
れ
た
も
の
の
外
に

な
お
多
数
の
柔
然
の
鈴
衆
が

モ
ン
ゴ
リ
ア
に
残
留
し
て
い
た
こ
と
は
前
後
の
事
情
よ
り
し
て
明
白

で
あ
る
が
、
た
だ
彼
ら
が
何
民
族
の
下
に
亡
命
し
て
徐
哨
を
保
っ
た

-78ー

か
は
、
中
国
史
料
に
は
記
載
す
る
も
の
が
存
し
な
い
の
で

テ
オ
フ

イ
ラ
ク
ト
の
ζ

の
記
載
は
其
の
散
を
補
う
も
の
と
云
い
得
る
。
五
代

の
胡
崎
の
「
陥
虜
記
」
に

五
代
首
時
、
短
廠
律

ーマ

/レ

ク
ア

ルヨ
ト介
の(，)E: 
指 L
摘S:;:

しな

る
部
族
の
存
在
を
-
記
載
し
て
い
る
の
は

て
い
る
如
く
柔
然
可
汗
族
の
郁
久
間

J

へP
E
U
t
E
種
族
の
残
存
を

一
ホ
す
も
の
で
あ
り
、

五
代
の
短
版
律
を
以
て
、
第
六
世
紀
に
勿
士
ロ
族

の
下
に
亡
命
し
た
柔
然
徐
衆
の
子
孫
と
推
察
す
る
こ
と
は
極
め
て
蓋

然
性
あ
り
と
云

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



四

突
蕨
に
よ
る
柔
然
、

ア
ヴ
ァ
l
ル
の
滅
亡
事
情
に
封
す
る
上
述
東

西
史
料
の
一
致
と
相
並
ぶ
同
族
論
の
重
要
な
論
擦
は

ア
ヴ
ァ
l
ル

の
モ
ン
ゴ
リ
ア
起
源
を
示
す
諸
事
象
、
柔
然
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
遊
牧
騎

馬
生
活
様
式
の

一
致
、
種
族
名
の
合
致
、

可
汗
暁
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
官
挽
人
名
の
同

=
喜
一
四
風
俗
習
慣
の
相
似
で
あ
る
。

柔
然
(
嬬
輔
〉
の
詳
史
時
云
う
ま
で
も
な
く
説
書

・
北
史
の
嬬
曙

停
で
あ
る
。
同
俸
に
よ
る
と
柔
然
の
可
汗
族
の
姓
は
郁
久
間
氏
で
、
そ

の
始
租
は
木
骨
聞
と
呼
ば
れ
た
。

と
の
二
つ
の
名
稽
に
見
え
る
久
間

(
r
Z
E
E
-
骨
間
(
宮
・
-
C
)

は
、
国
・
当
・
国
自
国
田
恒
、
H
，

Z
O匂
r
u
L
白'

F
Z
開

M
HEH臼
¢

σmH
円
四
仲
町
田

H
q
F
H
R
r
oロ
〈
ん
い
戸
}
内
角

(
切
可
N
白
口
C
O
ロ

N
ω
)

が
指
摘
し
て
い
る
如
く
、

ア
ル
タ
イ
言
語
で
嬬
動
す
る
虫
を
さ

す
語
の
門
主
ユ

(
車
数
形

ρ
E
C)
に
首
る
も
の
で
あ
る
が
、

乙
れ
に

モ
ン
ゴ
リ
ア

の
多
く
の
古
代
遊
牧
民

族
の
支
配
ク

ラ
ン
が
そ
の

ト
ー
テ
ム
獣
と
し
て
狼
を
も

っ
た
ζ

と
は

は
ま
た
狼
の
意
味
も
存
す
る
。

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
柔
然
も
ま
た
狼
を
ト

ー
テ

ム
と
す
る
種
族
で

あ
っ
た
が
、
た
だ
そ
の
ト

ー
テ

ム
た
る
狼
を
隠
語
的
な
る
虫

ρ
O
H
O
-
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ρ
ロ
2
¥門出ロユ
な
る
語
を
以
て
表
現
す
る
種
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

知
で
き
る
。

王
国
々
は
こ
の
意
味
に
お
け
る
』
ロ
ユ
の
使
用
例
を
例
え
ば
吋
rgMMr白ロ
g

の
年
代
記
の
中
の
ア
ル
タ
イ
系
族
の
玉
名

E
B
Q勾
(
可
。
も
宮
崎
)
や
、
プ
ル

ガ
ー
ル
王
侯
表
中
の
穴
O
R
N
同
等
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
可
円

os

r
E
-
m
R
王
ゆ
名
前
の

陣内B
h
w
R
2
。
の
は
や
は
り
モ
ン
ゴ
ル
語
の
O
O
H
O
-
r
白
Z

(虫
の
王
侯
)
に
復
原
し
得
る
。

柔
然
の
異
名
を
輔
嬬
と
云

っ
た
由
来
を
、
親
書
は
、

北
説
の
世
租
太
武
帝
(
四
二
三
四
五
二
)
は
柔
然
が
無
知
マ
肢
態

が
盛
に
類
す
る
が
放
に
、
そ
の
掠
を
改
め
て
幡
蟻
と
し
た
。

と
す
る
が

無
知
な
鐙
族
は
柔
然
に
限
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
元
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来
、
柔
然
な
る
名
稽
は
、
可
汗
族
郁
久
間
氏
が
建
園
後
に
、
自
稽
し

た
一
種
の
「
園
競
」
の
如
き
も
の
で
、
そ
の
原
語
・
語
意
は
現
在
未

詳
で
あ
る
が

自
ら
の
闇
書
や
石
碑
等
に
大
茄
茄
園
(
茄
茄
は
柔
然

の
異
字
隷
)
と
記
し
て
い
る
例
か
ら
見
て
も
美
好
の
意
味
を
も
っ
語

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
北
貌
の
世
租
は
、
こ
の
よ
う
に
美
好
の

意
味
の
あ
る
名
稽
柔
然
を
用
い
る
と
と
を
嫌

っ
て
、
柔
然
と
音
が
遁

じ
、
し
か
も
彼
ら
の
ト
ー
テ
ム
獣
名
の
卑
し
い
方
の
意
味
の
虫
と
閥

連
あ
る
「
嬬
幡
」
な
る
文
字
を
代
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

柔
然
、
ア
ヴ
ァ
!
ル
が
共
に
、
掻
に
関
連
す
る
族
名
を
有
す
る
ζ

と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は

V
向
M
W
H
-
A
C白
H
A

(
何
同
mwロ
肌
曲
目
M
H
岡
山

W
C
H
)

で
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あ
る
が
、
何
・

。
「
同
〈
白
ロロ巾♂

ロ
0
2
5巾ロ仲田

白日

-
2
叶
O
己
BrEm

年
代
記
に
は
、

さ
ら
に
ζ

れ
を
補
-
訂
し
て

「叶
r
g匂
y
mwロ巾

の

ア
ヴ
ァ

l

ル
民
族
中
に
住
ん
だ
出
R
B
U
Y
-
0
5
園

。2
E巾己
E
M
は、

の
王
〉
件
丘

、
が
五
六
三
年
ビ
ザ
ン
ツ
に
使
を
致
し
た
と
あ
る
が
、

と
の

出
品
同
ヨ
5
E
oロ
を
ば

従
来
テ
ュ
ル
ク
と
見
て
い
る
の
は
妥

首
で
な
い
。
と
れ
は

叶
r
g
Hur白
ロ
叩
仏
巾
切
可

N
S円
四
の
所
得
に

叶白

ロ
巳
印
の
東
に
、
テ
ュ
ル
ク
と
、
波
斯
人
が
ベ
ル
シ
ャ
語
で
同
耳
目
ナ

ロ]己
o
ロ

と
稿
し
た
古

冨
ggm州

伊
丹

g
が
居
る
と
云
っ
て
い
る
の
を

卒
讃
し
た
た
め
に
生
じ
た
誤
解
で
あ
る
。
同
日
自
ル
ロ
r
F
0
5
(回
目
同
日
ケ

ロ}
M
F
O

ロ
印
)
は
、

所
謂

}UE己仏'〉
4
R
g
で
あ
る
。

異
正
ア
ヴ
ァ

l

ル
(
柔
然
)
が
虫
叫
に
関
連
せ
る
族
名
嬬
轄
を
有
し
た
開
係
上
、
彼
ら

も
亦
ベ
ル
シ
ャ

人
よ
り

阿
内
向
日

(虫〉

の
名
で
呼
ば
れ
た
の
で
あ

る
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
妥
雷
な
論
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-:c; 

つ
如
く O~ ア

ヴ
ア

ノレ

f、
〉
0-' 
印
円。
¥J 

な
る
族
名
は

元
来
、

ωロ}回白叩門凶
O
H

氏
の

モ
l
コ
語
の
蛇
ま
た
は
嬬
動
を
さ
す
言
葉
州
岳
民
官
と

関
連
す
る
も
の
に
相
違
な
く
、
柔
然
(
曙
曙
〉
な
る
遊
牧
「
園
家
」

を
建
て
た
の
は
、

ρ
日
ロ
(
虫
〉
を
語
根
に
も
つ
郁
久
間
-
氏
族
」
を

中
心
と
す
る
〉
宮
品
同
(
蛇
)

「
種
族
」
で
あ

っ
た
と
解
さ
れ
る
。

ア
ヴ
ァ

l
ル
族
に
つ
い
て
、

突
厭
可
汗
が
東

ロ
1
7
人
に
向

っ
て

言

っ
た
言
葉
の
中
で
、
屡
々
ア
ヴ
ァ
l
ル
を

A
地
上
を
は
い
ま
わ
る

も
の

V
A
地
中
の
最
深
部
に
逃
れ
し
め
る
も
の

V
A虫
の
様
に
踏
み

に
じ
る
べ
き
も
の

V
等
と
云

っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
族
名
に
因
ん
で

笹
せ
ら
れ
た
侮
蔑
で
は
な
か
4

た
か
。
要
す
る
に
柔
然
と
ア
ヴ
ァ

l

ル
が
共
に
議
(
狼
〉

と
深
い
関
係
あ
る
氏
種
族
名
を
も
っ
た
こ
と

は
、
軍
な
る
偶
然
の
一
致
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五

風
俗
習
慣
が
一
致
し
て
い
る
ζ

と
は
、
勿
論
同
族
を
紹
封
的
に
詮

- 80一

し
か
し
一
面
副
衣
的
な
謹
左
と
し
て
は
無

視
す
る
ζ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
見
え
る

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

ア
ヴ
ァ

l
ル
の
習
俗
に
は

テ
オ
フ
イ
ラ

ク
ト
が
偶
ア
ヴ
ァ

l
ル

噌
官
官
、

s
ohと
な
ず
け
た
部
族
に
閲
す
る
も
の
が
多
い
が
、

そ

れ
ら
の
風
俗
等
も
一
括
し
て
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
も
の
と
し
て
親
察
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

元
来
と
の

3
2
E
S
H
は
、
近
隣
の
語
族
か
ら

同
県
正
の
ア
ヴ
ァ

l
ル
と
し
て
受
け
と
ら
れ
恐
れ
ら
れ
た
部
族
で
あ

り
、
ま
た
自
ら
も
ア
ヴ
ァ

l
ル
と
稽
し

且
っ
そ
の
構
成
種
族
は

唱
曲
円

(却
ち

〉
S
H)
と

O
S
E
(卸
ち

出
ロ
ロ
)

で
あ
っ
た
と
テ

オ
フ
イ
ラ
ク
ト
が
侍
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
プ
ソ
イ



ド
ア
ヴ
ァ

l
ル
な
る
も
の
は
、
柔
然
ハ
ア
ヴ
ァ

l
ル
)
の
一
部
が
、

西
方
移
動
に
際
し
て

フ
ン
の
残
存
種
族
を
併
合
し
て
作
っ
た
部
族

連
合
韓
と
解
さ
れ
る
か
ら
、

ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
見
え
る
ζ

の
も
の
の

風
俗
習
慣
が
、
柔
然
の
風
俗
習
慣
と
極
似
す
る
こ
と
は
や
は
り
同
族

論
に
一
の
詮
左
を
輿
え
る
も
の
と
な
り
得
ょ
う
。

入
ア
ヴ
ァ

l
ル
と
名
の
っ
た
と
の
も
の
ら
は
、
そ
の
首
長
を

O
ミ・

h
w
 

g
と
云
う
稽
呼
で
敬
っ
た

V
、
八
フ
ラ
ン
ク
王
白
川
町
四

Z
2を
捕
虜
と

制

。
回
同
州
同
ロ
ロ
田
と
呼
ば
れ
た

V

し
た
ア
ヴ
7
1
ル
の
首
長
バ
ヤ
ン
は

と
云
う
記
録
は
、
柔
然
が
モ
ン
ゴ
ル
に
勃
興
し
て
以
来
、
最
高
君
長

の
得
競
と
し
て
用
い
来
っ
た
「
可
汗
」
暁
を
、

ア
ヴ
ァ

l
ル
も
ま
た

可
汗
の
妻
が
可
賀
敦
と
帯
し
た
こ
と

は
、
女
亙
の
地
高
が
醜
奴
可
汗
の
可
賀
教
と
な
っ
た
と
云
う
嬬
嬬
停

ア
ヴ
ァ
I
ル
可
汗
妃
が
同
稽

用
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る。

の
記
載
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

強
で
あ

っ
た
こ
と
は

M
M
G
1ロ
の
ア
ヴ
ァ

l
ル
撃
破
に
つ
い
て
の
詩

叫

に

の
mw

昨日
g
自
己
-2
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

c
t
m
R
族
を
統
領
し
た
ア
グ
ァ
l
ル
君
長
は
〉
ロ
同
何
色
。
臼
で
あ

る
;o:: 

こ
の
名
は
、
柔
然
可
汗
阿
那
壊
と
同
じ
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
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を
撃
彼
し
ゲ
ピ
ド
領
を
と
り
、
と
れ
を
ピ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
に
請
求
し

た
ア
グ
ァ

I
ル
の
君
長
、
回
巳

g
o田
は
明
ら
か
に
古
来
モ

l
コ
の
住

帥
岬

民
に
汎
用
さ
れ
る
人
名
の
パ
ヤ
ン
(
伯
夫
・
百
限
・
伯
顔
)
で
あ
る
。

こ
の
ア
ヴ
ァ

1
ル
君
長
が
ビ
ザ
ン
チ
ウ
ム
に
派
遣
し
た
使
節
圏
の
長

の
名
は
叶
，

R
m
E
O回

(
l
g
∞
∞
丘
町
民
)
と
云

つ
だ
と
メ

ナ
ン
デ
ル

に
あ
る
が
、

そ
の
原
形
は
叶
常
的
三
¥
叶
印
片
的
宮
と
考
え
ら
れ
、
も
と

何
奴
の
首
長
の
等
親
で
あ

っ
た
が
嘗
時
は
債
値
下
落
し
て
い
た
稽
挽

(
gロ，
u

コy
g
H
mロ
)
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
者
は
柔
然
に

「
軍
子
」

併
合
せ
ら
れ
た
旬
奴
(
フ
ン
〉
系
酋
長
の

一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
七
九
五
年
に
フ
ラ
ン
ク
に
服
属
し
ク
リ
ス
ト
教
に
踊
依
し
た
ア
ヴ

ア
ー
ル
の
一
主
長
吋

E
Cロ
は
烏
丸
・
突
厩
に
見
ら
れ
る
官
名
陽

七
九
六
年
の
末
つ
方
、

。。

頓
・
吐
屯
で
あ
る
。

ア
ヴ
ァ

l
ル
新
可
汗

同
仰
い
白
(
州
内
包
但
ヨ
〉
は
彼
の
叶

2
r
r同
口
一
ら
を
伴

っ
て
カ
l
ル
大
王
の

も
と
に
降
っ
た
が
、

こ
の
吋

R
E
M
g
は
柔
然
や
鮮
卑
拓
政
部
(
北

容
に
お
け
る
高
官
の
名
稽
叶

1
5
(塔
寒
・
蓮
官
・
達
主

で
あ
る
ζ

と
は
殆
ど
疑
を
容
れ
な
い
。

シ

アア
にヴ
あァ
つ l
た 、ル

とは
き夏
の与
柔で
然二三
が示

営
を
も
っ

た
カ主

乙
れ
ま
た
東
ア

「
冬
則
徒
度
漠
南
、

夏
則
還
居
漠

北
」
の
風
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

柔
然
ア
ヴ
ァ
l
ル
が
共
に
梯
髪
の
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
視
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
柔
然
が
耕
髪
で
あ

っ
た
こ
と
を
南
費
書
商
々
俸
が
彼
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ら
を
編
髪
と
記
し
、
梁
書
・
南
史
が
耕
髪
と
記
し
、
説
書
に
路
頭
之

衆
、
漠
北
勝
髪
之
虜
と
記
し
て
い
る
に
徴
し
明
ら
か
で
あ
り
、
一
方
ア

ヴ
ァ

l
ル
に
つ
い
て
も
亦
、

入
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
大
使
関
田
口
門
r
F
r
一

行
が
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
長
い
耕
髪
を
背
に
た
ら
し
て
い
た
こ
と

V
A

蛇
の
よ
う
に
よ
ご
れ
た
毛
髪

V
A長
髪
の

ア
ヴ
ァ

l
ル
軍
隊

V
Aそ

の
汚
れ
た
排
髪

V
A〉
E
H
O
F

と
よ
ぶ
長
い
毛
を
も
っ
者
逮

V
の
こ

帥

と
が
諸
記
録
に
蔑
さ
れ
て
い
る
。

五
六
六
年
ア
ヴ
ァ

l
ル
可
汗
バ
ヤ
ン
は
第
二
回
の
フ
ラ
ン
ク
攻
撃

を
行
い

フ
ラ
ン
ク
王
ジ
ゲ
ベ
ル
ト
は
大
軍
を
も
っ
て
防
い
だ
が

魔
法
に
長
じ
た
ア
ヴ
ァ

l
ル
が
フ
ラ
ン
ク
戟
線
内
に
妖
怪
を
あ
ら
わ

し
た
の
で
フ
ラ
ン
ク
は
完
敗
し
た
。
こ
れ
は
柔
然
に
つ
い
て
の
南
史

北
秋
停
の
記
録
、

嬬
輔
、
其
園
能
以
術
祭
天
、

市
致
風
雲
、
前
封
鮫
目
、
後
則
泥
濠

横
流
、
故
其
職
敗
、
莫
能
追
及

と
驚
く
べ
き
一
致
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
は
ア
ヴ

ア
ー
ル
に
お
け
る
高
位
の
シ
ャ

l
マ
ン
回
。
ρ
色
白
『

g
(モ
l

コ
語

g-

m
u
シ
ャ

1

マ
ン
占
己

-
2
5
統
率
者
と
考
ら
れ
句
)
を
俸
え
て
い
る
が
、
乙

れ
は
柔
然
可
汗
醜
奴
の
女
亙
地
高
に
封
す
る
信
奉
と
封
比
さ
れ
る
。

な
お
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ア
ヴ
ァ

l
ル
墳
墓
よ
り
の
出
土
人
骨
に
現
一れ

hEF 

た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
優
勢
、
出
土
遺
物
に
認
め
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
・

同

シ
ベ
リ
ア
様
式
、
ア
ヴ
ァ

l
ル
言
語
の
明
ら
か
に
ア
ル
タ
イ
系
言
語

同

も
認
め
ら
れ
る
事
貰
等
も
亦
、

ア
ヴ
ァ

l
ル
の
柔
然
起
原
、
少
く
と

と
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
霊
源
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

」ー
1¥ 

.
上
述
の
如
く
中
園
正
史
に
よ
れ
ば
、
柔
然
は
テ
ュ
ル
ク
(
突
蕨
〉

の
木
杵
可
汗
の
た
め
に
五
五
五
年
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か

る
に
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
は
こ
れ
よ
り
遥
か
後
年
に

テ
ュ
ル
ク
の
ア

-82-

ヴ
ァ

l
ル
攻
破
の
事
件
が
二
度
に
亘

っ
て
一
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
郵
叔
子
を
中
心
と
す
る

モ
ン
ゴ
ル

の
柔
然
の
本
嬢
が
木

杵
可
汗
の
た
め
に
潰
滅
さ
れ
た
の
ち
も
、
テ
ュ
ル
ク
の
隷
下
に
入
る

こ
と
を
肯
じ
な
か
?
た
中

E
に
お
け
る
柔
然
徐
衆
に
封
す
る
西
テ
ユ

ル
ク
葉
護
(
室
貼
密
・
達
頭
父
子
)
の
征
討
を
-
記
し
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
以
下
そ
の
経
過
を
辿

っ
て
見
ょ
う
。

メ
ナ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば

五
六
二
年
テ
ュ
ル
ク
日

]NF己
の
可

汗
は
ア
ヴ
ァ

l
ル
人
の
奔
亡
を
知

っ
て
怒
り

エ
フ
タ
ル
人
に
封
す

る
戟
を
す
ま
せ
次
第
、
ア
ヴ
ァ

l
ル
を
征
伐
す
る
と
宣
言
し

エフ

タ
ル
討
伐
に
向

っ
た
。
ま
た
同
じ
く
メ
ナ
ン
デ
ル
は

八
五
六
八
年



テ
ュ
ル
ク
可
汗
豆
N

与
三
日
の
使
者
冨

gunr
は
ビ
ザ

γ
チ
ウ

ム
に
到
着
し
「
テ
ュ
ル
グ
に
は
四
可
汗
が
あ
る
が
、
全
園
民
に
封
す

彼
は
エ
フ
タ
ル
を
貢
納
義

る
最
高
楼
威
は

り
ぽ
与
巳

5
に
あ
り
、

務
を
負
う
も
の
と
し
て
服
従
せ
し
め
た
」
と
告
げ
た
。

』
g
tロ
帝
が

「
テ
ュ
ル
ク
の
統
治
か
ら
脱
れ
た
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
数
は
ど
の
位
か
。

な
お
汝
等
の
下
に
止
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
」
と
問
う
と
、
使
者

は
「
五
ロ
々
の
支
配
下
に
甘
ん
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
吾
々
か
ら
逃

れ
た
も
の
を
約
二
高
と
算
定
す
る
」
と
答
え
た

V
こ
と
を
記
し
て
い

る

こ
の
口
町
内
号
己

E
可
汗
が

五
六
二
年
に
エ
フ
タ
ル

ア
ヴ
ァ

ー
ル
の
撃
滅
を
議
告
し
た
さ
き
の

田
町
守
口
日
可
汗
と
同
一
人
で
あ

る
ζ

と
は
既
に
定
設
で
あ
る
が
、
中
園
正
史
で
は
一
種
何
と
】
記
さ
れ

て
い
る
可
汗
で
あ
ろ
う
か
。

宮同
E
R
Y
が

り
山
富

Z-
は
四
可
汗

の
最
高
可
汗
で
あ
る
と
言
っ
た
の
を
其
俵
受
取
れ
ば
、

は
、
中
園
正
史
に
柔
然
、
照
嵯
を
征
服
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
最
高

ロF
N曲
目
)
己

可
汗
、
東
突
販
の
木
粁
可
汗
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ビ
ザ
ン
ツ
史
料

に
見
え
る
ジ
ザ
ブ
l
ル
の
子
孫
関
係
を
検
す
る
と
貫
際
は
、

口
町
田
-u
'

己

は
醤
唐
書
に
突
販
の
西
方
総
督
と
も
云
う
べ
き
地
位
の
も
の
と
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し
て
記
さ
れ
て
い
る
葉
護

(
可
同

rmz)
の
官
の
室
貼
密
(
磨
香
に
は
別

に
怒
帝
米
の
文
字
を
も
っ
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
突
阪
碑
文
に
は
ゲ

g
g
F
の

音
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
)

ζ

れ
は

で
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
わ
か
る
。

す
で
に
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
考
費
し
た
通
り
で
あ
る
。

従
っ
て
マ
ニ
ア
ク
が
ジ
ザ
.
ア
ー
ル
を
四
可
汗
の
最
高
者
と
云
っ
た
の
は
、

西
方
に
四
小
可
汗
が
あ
っ
て
ジ
ザ
プ
ー
ル
が
其
最
高
権
者
と
云
う
事
賓
が
脊

し
た
か
或
は
全
く
の
外
交
的
自
大
の
言
と
解
す
べ
き
で
あ
る。

ま
た
中
園
正

史
が
、
ェ
フ
タ
ル
の
攻
滅
を
木
梓
の
功
に
数
え
て
い
る
の
は
、
突
販
最
高
の

大
可
汗
と
し
て
、
掛
同
時
の
テ
ュ
ル
タ
全
健
の
功
業
が
彼
の
功
業
に
数
え
ら
れ

た
・も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
の
可
汗
す
な
わ
ち
室
貼
密
(
イ
ス
テ
ミ
)
は
、
奮
唐
書
に
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初
室
勤
密
従
軍
子
、

統
領
十
大
首
領
、
有
兵
十
高
衆
、
征
卒
西
域

世
統
其
衆
、
仕
本
蕃
魚
莫
賀

諸
胡
圏
、
自
可
汗
蹴
十
姓
部
落
、

拙
襲
護

と
あ
る
も
の
で
あ

っ
て、

い
わ
ば
突
販
の
西
域
管
領
で
あ

っ
た
。
こ

の
事
情
を
考
え
れ
ば
、
木
粁
可
汗
の
柔
然
攻
滅
の
五
五
五
年
よ
り
の

ち
の
五
六
三
J
五
六
八
に
メ
ナ
ン
デ
ル
が
ジ
ザ
ブ
l
ル
可
汗
の
ア
ヴ

7
1
ル
攻
討
を
記
し
て
い
る
の
も
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
上
述
メ
ナ
ン
デ
ル
の
記
す
る
五
六
三
J
五
六
八
年
に
お
け
る

彼
の
ア
ヴ
ァ

1
ル
征
討
は

五
五
五
年
東
方
に
お
い
て
突
厩
木
粁
可

汗
の
郵
叔
子
一
派
の
柔
然
撃
滅
が
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

な
お
中
亜
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に
お
け
る
い
わ
ば
西
部
柔
然
す
な
わ
ち
ア
ヴ
ァ

l
ル
が
完
全
に
突
版

に
臣
属
し
な
か
っ
た
(
五
六
八
年
に
な
お
二
蔦
人
の
ア
ヴ
ァ

1
ル
叛

逃
者
が
存
し
た
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
)
た
め
に
起
さ
れ
た
も

の
に
外
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

七

テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
は

五
九
八
年
八
テ
ュ
ル
ク
可
汗
は
書
を

宮
中

ロH
F
F
F
O
臼
帝
に
遺

っ
て

可
汗
が

出
向島
&
-

(
テ
オ
フ
ィ
ラ

F
ト
は
己

れ
を
エ

フ
タ
ル
と
同
じ
と
注
記
す
る
)
を
征
服
し
、
そ
れ
か
ら

ω円四
日
古田

ア
ヴ
ァ

1
ル
を
打
負
か
し
た
戟
勝
を
誇

っ
た
V
と

可
汗
と
同
盟
し
、

記
録
し
て
い
る

と
の
記
録
は
従
来
疑
問
覗
せ
ら
れ

四

O
年
前
の

ジ
ザ

0

ア
ー
ル
可
汗
の
功
業
が
、
混
迷
を
伴

っ
て
再
記
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
ひ
い
て
は
か
か
る
疑
わ
し
き
記
事
の
存
す
る
こ

と
こ
そ
テ
オ
フ

イ
ラ
ク

ト
記
録
そ
の
も
の
が
信
溜
性
薄
き
も
の
で
あ

る
詮
擦
で
あ
る
と
す
る
論
者
も
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
テ
オ

フ
イ
ラ
ク

ト
記
事
(
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
タ
ウ
ガ
ス
逃
入
を
中
心
と
せ
る

記
事
)
を
主
要
根
操
と
す
る
柔
然
ア
ヴ
ァ

l
ル
同
族
論
も
怪
し
く
な

る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
今、

中
国
史
籍
に
存
す
る
嘗
時
の
突
販
の
情
勢
を
詳
察
す

る
と

テ
オ
フ
イ
ラ
ク

ト
の
こ
の
記
録
は
何
ら
疑
わ
し
く
な
い
。
む

し
ろ
此
の
記
録
の
正
確
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
記

録
は
次
の
如
き
事
件
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
九
八
年
マ
ウ

リ
キ
オ
ス
帝
に
こ
の
書
翰
を
届
け
た
突
廠
可
汗

iJi. 

ジ
ザ
ブ
l
ル
可
汗
(
五
七
六
残
)

父
の
あ
と
を
つ
い

の
死
後
、

で
西
方
総
統
の
位
に
つ
い
た

叶
阻
止
己
関

}g
ぬ
}伝ロ

(
中
国
史
籍
の

達
頭
可
汗
、
名
は
泊
版
)
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

の
論
考
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

叶
町
内
古
関
r
mwmH
Y
R
M
は
、
メ
ナ

ン
デ
ル
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
吋

P
R
-
5
帝
の
使
者

〈
丘
四
E
E
E
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も
拝
謁
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
園
が

ア
ヴ
ァ

l

ル
人
に
避
難
所
を
輿
え
た
と
と
を
非
難
し

亡
父
以
来
の
友
好
政
策

を
一
一
部
し
て

切
O

者
O
H

E

等
の
攻
撃
を
敢
行
し
た
武
勇
の
可
汗
で
あ

る
。
事
実
、
階
書
に
も
達
頭
は
大
可
汗
の
沙
鉢
略
よ
り
兵
力
は
強
大

で
あ

っ
た
と
あ
り
、
彼
は
中
園
方
面
に
も
兵
を
出
し
て
い
る

惰
書
突
廠
俸
所
載
の
開
皇
三
年
(
五
八
三
)
の
女
帝
の
詔
に
、

達
頭
前
攻
酒
泉
(
其
後
子
聞
、
波
斯
、
揺
恒
三
園
一
時
卸
叛
)

と
あ
る
。
こ
れ
は
周
書
本
紀
及
び
惰
書
天
文
志
の

「
宣
政
元
年
(
五

七
八
)

十
一
月
突
蕨
冠
透
、
圏
酒
泉
、
殺
掠
吏
民
」
に
嘗
る
か
ら
、

、吋阻止ロ

(蓬
頭
)
可
汗
は
嗣
位
後
二
年
の
五
七
八
年
に
は
早
く
も
中



園
侵
掠
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

につ
い
で

開
皐
二
年
(
五
さ
一
)

五
月
に
は
沙
鉢
略
可
汗
ら
と
合
同
し
て
惰
の
蘭
州
に
侵
入
し
た
が
、

同
年
十
二
月
抄
鉢
略
可
汗
が
さ
ら
に
南
下
せ
ん
と
し
た
と
き
、
彼
達

頭
の
み
は
急
に
西
鯖
し
た
と
と
が
、
惰
書
長
孫
昆
侍
及
び
資
治
遁
鑑

に
見
え
て
い
る
。

と
の
西
婦
は
明
ら
か
に
上
掲
文
帝
の
詔
に
云
う
子
聞
(
阿
S
O
Sロ)、

波
斯
(
可

R
E
)、
摺
恒
(
何
回
比
三
回
曲
目
)
が
彼
の
東
征
に
乗
じ
て
叛
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
惰
書
本
紀
に
よ
れ
ば
達
頭
可
汗
は

開
皇
四
年
(
五
八
四
)

二
月
、

惰
と
翠
濁
講
和
を
結
ん
で
い
る
。

れ
は
ベ
ル
シ
ャ

エ
フ
タ
ル
叛
観
の
鎮
座
の
困
難
を
一
示
す
も
の
で
あ

こ
れ
は
往
昔
、
西
突
廠
室
駐
密
に
滅
さ
れ
た
西
部
柔
然
の
徐

類
ア
ヴ
ァ

l
ル
に
と
司
て
は
宿
怨
を
晴
ら
す
紹
好
の
機
曾
マ
あ
る
。

ろ
ト
つ
e

果
然
、
惰
書
突
廠
停
及
び
李
徹
俸
は
、
翌
五
年
(
五
八
五
)
阿
抜
闇

が
翠
丘
ハ
、
突
阪
大
可
汗
沙
鉢
略
の
部
落
を
荒
掠
し
た
が
、
惰
は
援
軍

一
寓
を
出
し
て
沙
鉢
略
を
助
け
た
の
で
、
阿
抜
軍
が
退
去
し
た
ζ

と

闘

が
記
さ
れ
て
い
る
。
阿
抜
は
明
ら
か
に
ア
ヴ
ァ

l
ル
の
音
課
で
、
彼

ら
は
往
年
の
園
競
柔
然
(
蟻
轄
)
を
既
に
放
棄
し
て
原
来
の
種
族
名

〉
ゲ
白
円
(
〉
ゲ
向
指
印
)
一
に
戻

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
の
阿
抜
園

85 

(〉

Z
乙
の
其
後
の
動
静
は
中
国
史
上
で
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
の
所
得
を
補
足
し
つ
つ
推
察
す
れ
ば
、

叶
阻
止
ロ
可
汗
は
こ
れ
ら
の
叛
観
を
長
くJ

は
放
置
し
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
開
皇
十
六
年

五
九

彼
は
従
来

可不
汗制仲
)で

とあ
和 つ
解た
し東
た突

蕨
の
大
可
汗
都
藍
(
施
多
郷
田
0
・
同

E
'
E
m
F

と
情
書
に
見
え
る
。
こ
れ
は
叛
観
鎮
座
の
た
め
に
相
違
な
く
、
ま
た

上
掲
マ
ウ
リ
キ
オ
ス
帝
宛
の
彼
の
書
翰
に
『
ω
Z
B
E印
可
汗
と
同
盟

し
た
』
と
云
う
の
は
こ
の
施
多
綿
可
汗
と
の
和
解
を
さ
す
も
の
に
相

還
な
い
。

こ

か
く
て
阿
抜
(
ア
ヴ
ァ

l
ル
)
の
叛
凱
を
鎮
定
し
得
た
彼
は
早
速

と
れ
を
東
ロ

l
マ
に
誇
-り
報
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
附
言
す
れ
ば

-85-

叶内

HLロ
に
鎮
座
さ
れ
た
ア
ヴ
ァ

l
ル
は
数
年
を
経
ず
し
て
再
び
叛

旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。
ζ

れ
は
、
惰
書
長
孫
農
停
に

仁
蕎
三
年
(
六
O
三
)
有
銭
勅
・
思
結
・
伏
利
1

具
揮
・
斜
薩
・

阿
抜
・
僕
骨
等
十
徐
部
輩
背
達
頭
、
:
:
:
逮
頭
衆
大
潰

と
あ
る
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。

要
す
る
に
テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
の
停
え
る
五
九
八
年
の
東
ロ

l
マ
宛

書
翰
の
所
記
は
何
ら
混
観
誤
記
あ
る
も
の
で
な
い
。
ま
た
柔
然
ア
ヴ

ア
ー
ル
同
族
論
の
成
立
を
助
く
る
芳
重
で
あ
り
こ
そ
す
れ

と
れ
を

妨
げ
る
史
料
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
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六

O
五
七
八

五
八
二

五
八
四

五
八
五

五
九
六

五
九
八

迷
頭

(凶
ピ
E
C
)
中
閣
の
酒
泉
を
攻
闘
す
。

迷
頭
、
大
可
汗
沙
鉢
略
と
と
も
に
中
闘
に
侵
入
。

子
闘
、
波
斯
、

抱
恒
(
何

-uzz一)
諮
閥
、
逮
頭
に
叛
す
。

迷
頭
、
中
闘
侵
入
を
や
め
て
西
蹄
す
。

逮
頭
、
階
と
和
す
。

阿
抜
(
〉
〈
白
『
)
突
阪
に
叛
す
。

逮
頭

(
H，
2
t
c
)
、
大
可
汗
都
藍
(
施
多

Mm
H
ω
円。
ョσ
3
穴

E
・

回
一足
ロ
)
と
和
解
す
。

連
頭
、

Z
E
ュr↑
Dω

帝
K

Hw-)
r円

E
一
〉〈白円

墜
を
報
ず
。

阿
抜
(
〉

S
円)
ま
た
逮
頭
に
叛
す
。

i¥ 

(
阿
抜
)

の
鋲

以
上
、
数
節
に
百
一
っ
て
柔
然
ア
ヴ
ァ

l
ル
同
族
論
の
成
立
に
重
要

な
諸
問
題
を
検
討
し
、
同
族
論
の
安
首
な
る
こ
と
を
論
考
し
た
。

な
お

巧

ω。
同百
四

ω白
口
同

O
]
-
D
W

C々
年
C

Y」

λ
J(

の
〉

し『
-
H
H
H・

同
〉

じ 〉

S
H句
円

O
E
巾ヨ

特

戸
田
・
冨

g
mg-

。22
s-

は

O
E
g円

〈
0
2
σ
己
白
4・

0
町
子
四

の
ア
ノレ

タ

イ
圭五

葉
調
査
~口

果困 ~
を 5
中 '"
dし、 F

に 51
0 
UJ 

叶

曲
目
巾
ヨ

zoZ∞
O
ロ
子
市

同
族
論
の
安
富
を
論

開
]
巾
ヨ
巾
ロ
神的

】
ロ
子
巾

A-
叶
y

m

H
m
O
吋

ア
ヴ
ァ

l
ル
族

に
よ
る
古
代
ロ
シ
ア
口
碑

へ
の
古
代
ア
ル

タ
イ
語
的
要
素
の
導
入
を

見

こ
れ
を
同
族
論
の
一

芳
謹
と
し
て

い
る
。
前
刊
拙
論

「
柔
然
ア

ヴ

7
1
ル
同
族
論
の
護
展
」

(史
泉
二
三
腕
)

に
書
き
漏
ら
し
た
の

-c 

こ
こ

に
書
き
添
え
て
置
き
た
い
と
思
う
c

(1) 註

内
田
吟
風
、

蛾
鋭
の
寄
多
羅
月
氏
領
パ
ル
ク
地
方
侵
入
に
つ
い
て
(
東

洋
史
研
究
一

入、

2
)

z・4
〈

-
E
g
g
-m-
吋
一5
0喜
三
位
r
g
肘

H
E
Z
(切
可

NEE-dNω)・

司
・

ω昂
印
・

内
田
吟
風
、
後
刻
柔
然
表
上
(
東
洋
史
研
究
入
、

5
、

6
)

タ
ウ
ガ
ス
が
中
闘
を
さ
す
こ
と
は
、
テ
オ
フ

イ
ラ
ク

ト
の
記
録
の
前
後

の
叙
述
か
ら
、
は
や
く

p
-フ
プ

ロ
l
ト
に
よ

っ
て
比
定
さ
れ
、
そ
の
後

一
一
層
確
質
に
論
君
臨
せ
ら
れ
た
。

『
タ
ウ
ガ

ス
の
君
主
は
ギ
リ

シ
ャ
語
で

紳
の
子
に
笛
る
語
の
タ
イ
シ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
乙
の
国
民
は
偶
像
崇

奔
を
す
る
が
、
し
か
し
法
律
は
公
正
で
、
そ
の
生
活
は
思
慮
溢
る
る
も

の
で
あ
る
。
タ
ウ
ガ
ス
の
領
土
は
、

河
に
よ
っ

て
雨
分
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
河
は
過
去
に
お
い
て
、
交
戦
中
の

二
大
闘
の
境
界
線
を
な
し
た
。

二
大
閣
は
、
そ
の
着
衣
の
色
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
一
は
黒
衣
を
着
、
一

は
赤
衣
を
着
る
。
吾
々
の
時
代
、
即
ち
マ
ウ
リ
ス
帝
が
東
ロ

l

マ
に
君

臨
せ
ら
れ
た
時
代
に
、

黒
衣
の
刷
聞
は

こ
の
河
を
と
え
て
赤
衣
の
闘
を
攻

減
め
ぼ
し
、
そ
の
手
に
領
土
を
統

一
し
た
。
』
と
テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
は
述

べ
て
い

る
。
こ
の
慰
問
衣
赤
衣
の
事
件
は
、
桑
原
博
士
の
「
シ
ナ
人
を
指

す
タ
ウ
ガ
ス
叉
は
タ
ム
ガ
ジ
と
い
う
穣
呼
に
就
い
て
」
(
東
洋
文
明
史

F
h
u
 。。

(2) (4) (3) 
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(5) 

論
叢
)
に
よ
っ
て
惰
の
江
南
(
陳
)
卒
定
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
紳
の
子
と
云
う
の
は
、
「
天
子
」
を
き
し
た
に
相
違
な
い
が
、

タ
イ
シ
ャ
ソ
は
何
の
音
謬
か
。

私
は
先
年
。
・

c
n
E
ι
p
ω
D
B開

Z
2
2
0ロ
』
C
ロ
ム
目
ロ
(
司
巾
帥
g
n
7
2
P

『

Z
H
Z・
-MG司司
P
ω
Z内

回

S

E
E
S
-
J弓
Fm各
国
ι
2・
5
印
吋
)
で
、
南
北
朝
中
国
で
塞
外
民
族
に

威
名
を
は
せ
た
北
貌
献
文
帝

・
北
湾
武
成
帝
は
早
く
帝
位
を
皇
子
に
ゆ

ず
り
自
ら
は
太
上
(
吋
3
・5
田
口
問
)
と
し
て
寅
植
を
ふ
る
っ
た
こ
と
を

寧
げ
、
嘗
時
塞
外
民
族
中
に
は
天
子
を
太
上
と
呼
ぶ
も
の
と
の
誤
解
が

ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
乙
と
を
論
考
し
た
。
タ
ウ
ガ
ス
な
る
務

呼
は
、
第
八
世
紀
の
突
幅
四
人
が
、
そ
の
碑
文
中
に
中
国
人
の
こ
と
を

吋白
σ間
宮
と
刻
し
、
叉
十
三
世
紀
の
西
域
人
が
申
闘
を
桃
花
石
(
吋
曲
0
・

7
2・口

Z)
と
呼
ぴ
、
十
一
十
四
世
紀
の
ア
ラ
ブ
地
理
書
に
中
闘
を

寸
白
日
開
Y白
ケ
吋
O
B乱
高
ケ
吋
Oロ間
7
3
と
記
し
て
い
る
事
例
等
か
ら
、

乙
れ
が
中
国
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
而
し
て
、
そ

の
語
原
は
北
貌
帝
国
「
拓
政
」
に
由
来
す
る
。

拓
駿
の
原
音
(
原
名
)
は
古
ト
ル
コ
語
の
吋
同
『
・

4
R
(仲
間
凶
『
土
地

4
R

所
有
者
・
主
)
で
、
貌
書
序
紀
に
拓
敏
氏
の
由
来
を
「
北
俗
は
土
を
言

い
て
托
と
な
し
、
后
(
君
)
を
言
い
て
駿
と
な
す
。
故
に
以
っ
て
氏
と

な
せ
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
で
あ
る
。
(
叶
同
庁
γ
4白
円
を
拓
政

(吋釦』

σ曲
円
)
と
官
局
し
た
の
は
、
ヨ
2
丘
町
四
2
C
M
Y
切

0DL-uRF
、『
}do

H
Lロ
m
E唱
え

岳

町

吋

0・
官
者
巾
「
国
』
・
同
・

¥
M
U
F・
E
N
5・

m
m
n
r
m円nr何回目
E『
}
巾
帥
司
幽
門
}
巾
円
印
叶
o
d
p
吋同
J
ω
由・

中
国
に
亡
命
し
た
郵
叔
子
一
源
以
外
の
柔
然
が
多
数
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
残

留
し
、
北
周
末
ま
で
は
徐
勢
を
保
っ
て
い
た
と
に
つ
い
て
は
内
田
吟
風

(6) 

-
丁
令
柔
然
史
二
考
(
石
潰
博
士
古
稀
記
念
東
洋
事
論
叢
)
の
「
柔
然

族
滅
亡
の
年
代
に
つ
い
て
」

』
O∞
広
三
曲
Z
5
5
開
門
出
口
肱
与
門
口
出
口
7
L
R
の
g
関門恒三
M
F
m
ι
2
3・

玄
8
2
M
O
H
mロ同
2
・
∞
R
-
5
5
2・同
V-2-

国
E
Z
H
m
-
F
Z
L・℃・

ω印
♂
会
。
〉
・

内
田
吟
風
、
柔
然
族
史
序
説
〈
羽
田
博
士
領
簿
記
念
東
洋
史
論
叢
)

但
し
戸
当
・
出
E
Z
M悶
・
ロ
5
0
5
=
g
c
Z円品目巾

N
O
H
M
H
E
8
5・

tmnym
出
R
r
z口
止
仏
m
H
m
E
H
O』

MUF帥
円
}
話
ロ
〉
唱
曲
門
町
ロ
(
の
〉
』
・
ロ
)

は

HP『日
5
7
5ロ
は
ベ
ル
シ
ャ
人
が
オ
タ
ザ
ズ
北
方
に
住
む
ア
ル
タ

イ
族
一
般
を
き
し
た
名
稽
と
解
す
べ
き
で
、
こ
れ
を
以
っ
て
直
接
柔
然

.
ア
ヴ
ァ

1
ル
の
同
族
を
設
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
見
て
い
る
。

ピ
ロ
玄
E
・3
2・

0
5
n
r
z
g
F凹円
7
0
2
2
7
2
n
z
g
N
E円
。
巾
凹
円
E
-

n
Z
O
向日月

0
2・
吋
賢
官
p
s
a
-
日

y
m
M叶
・
所
引
u

な
お
突
蕨
碑
文
に

見
え
る

HMR
を
〉
宮
門
と
讃
み
、
ァ
ヴ
ァ

l
ル
の
原
名
を
〉
官
民
と

考
え
る
設
が
あ
る
が
疑
し
い
。
突
阪
碑
文
中
の
H
V

何
回
吋
は
む
し
ろ
句

R
S

(
波
斯
)
を
き
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

叶}戸刊
D旬
『

MML白
r
g
何回
r
c円凹・

ロ向。出国ロ品。
Hw
開
H
口
・
母

-mmm同
一
口
回
一
円
o
p
同，

r巾
出
E
o
q
o同
子
四

句円曲ロ
r帥
ゲ
可
の
円
四
間
0
3可

O同
叶
o
c
g・

可
汗
貌
が
柔
然
の
創
始
で
な
く
、
そ
れ
よ
り
遥
か
前
代
の
鮮
卑
の
用
い

た
蒋
貌
で
あ
る
乙
と
は
内
田
・
上
掲
害
及
び

d
n
r
E
P
ω
O
B
O
Z
2
2

0

ロ
』
DE・守
口
に
詳
述
し
た
。

し
か
し
可
汗
鋭
を
摩
子
銃
に
代
え
て
最

高
君
長
の
稽
披
に
用
い
出
し
た
の
は
柔
然
に
は
じ
ま
る
。

〉
・
阿
ハ
ロ
=
2
H
N・
0
5
〉
者
白
円
。
ロ

(ω
回開口
z
-
z
g
〈

¥M)
参
照
。

勾

doo 

(9) (8) (7) 。。自由 。。(13) (14) 
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(15) 

ぞ
-
2
6口
内
同
市
『
油
開
Eh・
仏
ω
一命問国内・・司
・
]
忌
印
・
『
白
血
窓
口
は
モ
ン
ゴ
ル
語

の
富
。
な
お
乙
の
外
、
ア
ヴ
7
1
ル
人
名
中
の

ω白
自
己
は
モ

l

コ
語

の

8
5日
(
黒
鉛
)
、
穴
07
は

r
o
r
(育
)
と
解
さ
れ
る
(
民
同
5
2
F

白
-F
0・
-M

・
ω由
同
)
。

出
血

5
2
m
-
md・
ω
O

℃・

ω印∞
wHV・
ω包
・
な
お
乙
の
タ
ル
ギ
テ
ィ
オ

ス
は
三
度
膝
を
曲
げ
三
度
頭
を
地
面
に
つ
け
て
東
ロ

ー
マ
皇
帝
に
謁
し

た
の
は
全
く
ア

ジ
ア
的
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

柔
然
可
汗
阿
那
磁
の
兄
弟
に
塔
寒
の
腕
が
見
出
さ
れ
(
北
史
)
、
北
競

初
世
の
景
穆
帝
の
孫
の
墓
誌
に
「
内
都
大
逮
官
」
が
見
え
る
。
突
販
に

お
け
る
冨
円
r
r印
ロ
(
逮
干
)
の
例
は
枚
患
に
暇
が
な
い
。
後
世
モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
貴
族
の
稽
放
念
長
官
ロ
は
こ
れ
が
名
残
り
で
あ
ろ
う
。

冬
夏
の
移
住
及
び
鱒
妥
に
つ
い
て
は
内
田
、
柔
然
族
史
序
説
(
羽
田
博

士
領
脊
記
念
東
洋
史
論
議
一

四
九
|
一
五
二
頁
)

E
・
E
-
E
C耳
O『円一
f

叶
70
〉〈釦『
ω
(』〉
ω
・
同∞
∞
也
)
参
照
。

ヱ白
Eω
∞
-
P
吋
7巾
c-Ld〕『一白T
同
日
開
H
r
E
B
-
日】・

ω
3・

ア
ヴ
ア

|
ル
人
骨
の
調
査
結
果
は
多
数
に
上
る
が
、
以
下
所
持
の
文
献

若
干
を
あ
げ
る
に
止
め
た
い
。「

∞
曲
江口円
N
w
c
r
R
ι
戸目
白
口
岳
g
唱。一
0・

間

g
n
r
g
何
同
問
与
口
戸田印
O
L
R
〉
己
的
問
円
曲
『
5
m
g
gロ
玄
O印
Oロ
ωNm口同

』
2
0
9

ロ
Mぬ
g
F
g旬。
-o伺
H
M
n
Z口
開
門問。『
ロ
5
0
ι
巾
円
〉
5
m
g
σ
・

江
口
問
巾
コ
〈
Dロ
』
三曲目

Eロ仏

O
印
r
E
(
ω
r
u主
主
門
担

HH)
・回
以
ロ
〉
『
口
忠

弘巾円

ωmw曲目巾口問
g
n
r
w
r門m
Z
C口開釦門口

(
N
.
F
H
N白印印叩
ロ
r
Eロ
Lm
-

H¥ω)
・
2
一回円
7
2
a司
白
子
。
コ
7
0
F

〉
毛
白円
一回円
7
0
の『位『
O
L
Cロ
【
同
市
〈
Oロ

7向
田
円
程
B
P
2
由自

F向。
C日
(
ζ
Z
E
E
-
M
m
g
与伶
円
〉
三
宮
・
。
四
回
巾
・

一一∞ロ
7
5
5

4〈回冊
目
白
)
・
〈

-
z
z
m
F
2
0
5
〉
2
5
5
n
E
Lm-

(1日(1司(18) 位1)帥 (19)

〈
O
D
7白
R
m白『巾門
7
2
(去
三
・
門
--
〉
2
7
H
-c
a
m
-Z

E
『
二
口
巧
芯
ロ

巴
ω印)・

HN-HNDEE--
〉
毛
ω
3
-
M
5
0
2巾円円丘町
}d・

倒

〉
・
〉
一
円
D
E
F・
N
Z岡一回】
ω門・
切
2
2
5
5
c口
開
門
目
。
『
〉
〈
同
H巾
ロ
ム
ロ
ロ
ιぬ
・

開
ω
〉

ア

Z
-
Hり巾
E
nr・
7両市
E
r
E口
印
円
牛
g
F
S
ι
5
5
2含
ロ

C
ロ田
町戸
門
口
・
〉
・
同ハ三

Z
E
N・
0
5
〉
毛
mwBロ
(ω
由。
n
z
z
g
〈
¥
凶)・

藤
田
盟
八
、
「
鰯
嬬
の
箇
放
と
可
汗
貌
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
柔
然

の
言
語
は

モ
ン
ゴ
ル

語
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ヴ
ァ

l
ル
語
を
ベ
リ
オ
は

モ
ン
ゴ
ル
語
、

z
o
g
2
7・

0
05
『
onN
は
ト
ル
コ
語
と
し
て
い
る
。

ア
ヴ
ァ

l
ル
は
ア
ゾ
フ
・
ド
ン
地
方
通
過
の
際
、
ト
ル
コ
語
使
用
の
フ

ン
族
を
併
合
し
た
。

ζ

れ
に
よ
っ
て
元
来
モ
ン
ゴ
ル
語
使
用
の
柔
然

(
ア
ヴ
ァ

l
ル
)
が
、
の
ち
に
ト
ル
コ

語
的
出
現
化
を
受
け
た
乙
と
は
十

分
推
察
さ
れ
得
る
。

回
一NFV三
w
ロ
FNEσc一
及
び
ア
ラ
ブ
史
料
に
見
え
る
突
販
可
汗

ω
5丘
-

F
C
E
の
同
一
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
形
は

ω
5
(包
一)
Jヘ白
σ開
乙
で

あ
る
こ
と
、
突
師
肌
碑
文
の

F
S
B
F
中
園
正
史
の
室
貼
密
に
骨
回
る
こ
と

に
つ
い
て
の
考
設
は
わ
Y
2
2
=
F
。
o
n
E
B
g
F
司
-
M
M
由
参
照
。

ω己
(
巴
ロ

)
J
F
σ
m巳
は
「
シ
ル
ダ
リ
ア
薬
護
(
ヤ
プ
グ
ご
の
意
な
る

乙
と
は

Z
2
8高
唱
国
-
国
・

0・
司・

ωω
品
参
照
。
彼
の
死
後
、
子
の
達
頭

(
吋
曲
三
口
)
、
孫
の
都
六
(
吋
戸
円
5
2
7
)
が
嗣
位
し
た
ζ

と
は
、
唐
書

に
窓
帝
米
(
同
日
片
白
ヨ
)
之
子
日
逮
頭
可
汗
、
惰
警
に
射
匿
可
汗
者
、
都

六
之
子
、
達
頭
之
孫
、
世
潟
可
汗
、
君
臨
西
面
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。

メ
ナ
ン
デ
ル
が
吋
日

E
ロ
手
都
六
を
叶
白
丘
己
逮
頭

の
異
母
弟
と
し
て
い
る
の
は
誤
解
と
恩
わ
れ
る
c

図
示
す
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。

倒

。。

倒
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倒

室
貼
密
(
怒
帝
米
同
師
同
位
ヨ
ケ

ωに
N
F
σ
E
-
U
F
N同
σ
三
)
|
逮
頭
(
吋
，

R
E
)

|
都
六
(
吋
C
H
H
S
F
)
|射
匿
可
汗
。

。
・
〉
・
宮
同
口
氏

5
4・
。
口
同
町
向
関
門
司
巾
}
内
凹
O
C
R即
日
向
。
円
円

r
m
Y
H
2
0
号

。
向
子
。
吋
E
H
}
両
日
(
切

ωOω
・]戸
]
{
¥
M
)
・
。
・
明
同
国
ロ
}
内
0
・
0
0
R
F
F
口
Z
m
仏

g

n
r
g
g広
口
}
回
開
口
刃
包

n
y
g
H
H
H・

古
代
中
園
人
は
外
園
音
の

r
を
屡
々

t
音
で
篤
し
た
。
吋
阻
止
口
達
頭
、

官。

r、
能

白

録
LJ 

伍
甲
小
民
楊
賢
事
欠
陸
銭
柴
分
玖
輩
出
用
事

捌
甲
小
民
楊
羨
欠
託
分
託
董
捌
一
号

口
水
腫
里

萱
甲
小
民
楊
守
約
欠
伍
銭
萱
分
琵
琶

陸
甲
小
民
李
登
欠
玖
銭
伍
分
伍
萱

口
香
童
里

萱
甲
小
民
張
領
欠
試
雨
伍
銭
障
分
陸
萱

口
甲
小
民
宋
招
欠
萱
雨
玖
鎮
陸
分
淀
厘
譲
事

口
甲
小
民
朱
高
賓
欠
託
銭
参
分
柴
輩

口
甲
小
民
李
柄
欠
参
雨
伍
銭
他
県
分
玖
董
伍
一
電

信司

U
E
H目
白
達
摩
、
吋
国

HrE口
達
干
の
如
く
に
。

仰
は
「
房
六
切
、
音
伏
」
(
康
照
字
典
補
遺
)
、
と
あ
り
、
普
通
の
那
音

の
外
に
、
別
に
伏
の
音
が
あ
っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
伏
(
古
音
『
お
『
)
。

四
四
語
中
東
洋
諸
四
一
一
諮
(
中
、
二
一
語
ト
ル
コ
語
、
二

O
語
非
ト
ル

コ
語
〔
一

O
語
ア
ル
タ
イ
語
、
一

O
語
ア
ル
タ
イ
外
七
カ
国
語
〕
)
を

検
出
し
て
い
る
。

ω) 

中

文

書

園

の

日
本
史
で
は
古
文
書
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
中
園

史
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
ら
し
い
。
し
か
し
中
固
に
も
古
文
書
は

い
く
ら
も
残
っ
て
い
る
。
敦
燈
文
書
も
そ
の
一
で
あ
る
。
明
清
の

文
書
と
な
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
重
見
さ
れ
る
。
い
ま
京
大
の
東
洋
史

研
究
室
で
整
理
中
の
明
代
文
書
も
ま
た
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
文
書
が
思
わ
ぬ
所
で
見
つ
か
る
と
と
も
あ

る
。
上
に
示
す
も
の
が
そ
の
一
つ
で
、
名
古
屋
の
蓬
左
文
庫
に
所

臓
す
る
高
岱
の
鴻
猷
録
(
嘉
靖
四
十
四
年
刊
)
の
中
に
あ
る
。
そ

の
目
次
の
最
後
の
葉
(
五
葉
日
)
は
表
の
み
で
、
一
実
は
空
白
で
あ

る
が
、
そ
の
績
の
中
に
こ
れ
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
明
清
の
星
甲
に

お
け
る
銭
糧
の
依
欠
に
閲
す
る
記
録
か
と
思
わ
れ
る
。
地
域
、
時

代
な
ど
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
が
、
里
甲
の
形

式
な
ど
が
知
ら
れ
、
甚
だ
興
味
の
深
い
も
の
な
の
で
、
徐
白
を
か

り
て
紹
介
し
、
大
方
の
数
一
不
を
賜
わ
り
た
い
。
間
野
潜
龍
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